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日時：平成15年11月27日（木）午後2時から　

場所：永源寺町地域産業振興会館（永源寺町山上）

傍聴を希望される方は、午後1時～1時45分までに受付をして
ください。なお、傍聴者数の定員が予定人数を超えた場合は、
受付された方を対象に抽選となります。（傍聴定員40名予定）

八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町合併協議会だより

平成15年11月19日発行

　
10
月
30
日
（
木
）
、
第
4
回
合
併
協
議
会
が
八
日
市
商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
協
議
会
設
置
当
初
か
ら
協
議
を
始
め
、
そ
の
後
公
募
を
実
施
し
な
が
ら

選
考
を
進
め
て
き
た
新
市
の
名
称
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
「
東
近
江
市
」
を
新
市

の
名
称
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・滋賀県は昔から近江の国といわれ、その知名度は全国的に高い名称である。
・1市4町は、近江のその東部に位置していることから、地理的にもわかりやすく、
　イメージしやすい名称である。
・近江の名称そのものに歴史の重みがあり、様々な歴史や文化を有するこの地域に
　ふさわしい名称である。
・行政圏域をはじめ、対外的にも広く使用され、慣れ親しんだ名称である。
・緑あふれる自然豊かな中核都市として発展を目指す新市にふさわしい名称である。
・最も応募の多かった名称である。

　
新
市
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
第
３
回
合
併
協
議
会
に

お
い
て
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会
か
ら
５
点
の
名

称
候
補
が
報
告
さ
れ
、
協
議
会
で
は
こ
の
５
点
の
名
称

を
候
補
名
称
と
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。
今
回
の

協
議
会
で
は
、
そ
の
中
か
ら
１
点
に
絞
り
込
む
協
議
が

行
わ
れ
、
委
員
全
員
に
よ
る
３
回
の
投
票
を
行
い
ま
し

た
。
投
票
で
は
、委
員
全
員
の
意
向
が
最
後
の
１
点
の
絞

り
込
み
ま
で
反
映
で
き
る
よ
う
に
、候
補
名
称
５
点
を
、

３
点
↓
２
点
↓
１
点
と
順
番
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。

　
最
後
の
投
票
で
『
東
近
江
市
』
に
絞
り
込
ま
れ
、
こ

の
名
称
を
新
市
の
名
称
と
す
る
こ
と
を
再
度
全
員
で
確

認
し
、
平
成
17
年
２
月
11
日
に
発
足
す
る
新
市
の
名
称

が
決
定
し
ま
し
た
。

ひがし　おう　　み　　　しひがし　おう　　み　　　し
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今
回
は
、
日
常
生
活
に
特
に
関
わ
り
が
深
い
上

・
下
水
道
、ご
み
処
理
に
つ
い
て
の
調
整
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
（
上
・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
現

在
第
4
回
協
議
会
で
提
案
中
の
内
容
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
）

　
上
　
水
　
道

・
上
水
道
の
供
給
は
、合
併
後
も
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
上
水
道
の
料
金
は
、
合
併
前
の
料
金
を
引
き
継
ぎ

　
ま
す
。

　
な
お
、
八
日
市
市
と
五
個
荘
町
の
水
道
料
金
に
は

　
差
が
あ
る
た
め
、
新
市
に
お
い
て
、
水
道
事
業
の

　
施
設
計
画
や
財
政
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ

　
き
、統
一
す
る
よ
う
合
併
後
段
階
的
に
調
整
し
ま
す
。

�
下
　
水
　
道

�
　
●
公
共
下
水
道

・
現
在
、公
共
下
水
道
が
供
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、八
日

　
市
市
お
よ
び
五
個
荘
町
の
一
部
で
す
。

・
使
用
料
は
、
八
日
市
市
が
従
量
制
（
基
本
料
金
＋

　
超
過
水
量
）
、
五
個
荘
町
は
人
数
割
制

　
（
基
本
料
金
＋
人
数
割
）
で
そ
れ
ぞ
れ

　
算
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
か
ら

　
は
統
一
し
、
従
量
制
に
よ
る
算
定
方

　
法
に
な
り
ま
す
。

・
公
共
下
水
道
に
つ
な
ぐ
た
め
の
受
益

　
者
負
担
金
は
、
統
一
せ
ず
現
行
の
と

　
お
り
で
す
。

�
　
●
農
業
集
落
排
水

・
現
在
、
農
業
集
落
排
水
処
理
の
整
備

　
が
さ
れ
て
い
る
の
は
、
八
日
市
市
、

　
永
源
寺
町
、五
個
荘
町
の
一
部
、愛
東

　
町
お
よ
び
湖
東
町
の
ほ
ぼ
全
域
で
す
。

・
排
水
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

　
と
お
り
で
す
。

・
使
用
料
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
「
基
本

　
料
金
＋
人
数
割
」の
算
定
方
法
に
よ
り

　
統
一
し
ま
す
。

　
ご

み

の

処

理

　
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
を
め
ざ
し
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
の
取
り
組
み
を
生

か
し
な
が
ら
市
民
、事
業
者
、市
の
取
り
組
み
に
よ
り
、積

極
的
に
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
、現

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
な
お
、
収
集

日
・
収
集
品
目
は
、
合
併
後
２
年
以
内
を
目
途
に
調

整
し
ま
す
。

�
●
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み

・
下
記
の
表
の
と
お
り
で

　
す
。可
燃
ご
み
の
回
収
は
、

　
愛
東
町
、湖
東
町
で
は
収

　
集
回
数
が
増
え
ま
す
。
不

　
燃
ご
み
は
、現
行
の
と
お

　
り
で
す
。

　
●
粗
大
ご
み
等

・
粗
大
ご
み
回
収
に
つ
い
て

　
は
現
行
の
と
お
り
で
す
。

※
粗
大
ご
み
を
個
人
で
搬
入

　
で
き
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

　
特
別
有
料
収
集
を
実
施
。
種　　類　　　　　可燃ごみ　　　　　　　不燃ごみ
収集回数　　　　  週２回　　　　　　　　月１回原則　
　　　　　　　中部清掃組合　　　　　　中部清掃組合
�　　　　　　　　八日市市　　　　　　　　八日市市
�　　　　　　　　永源寺町　　　　　　　　永源寺町
�　　　　　　　　五個荘町　　　　　　　　五個荘町

�　　　　　  湖東広域衛生管理組合　  愛知郡広域行政組合
�　　　　　　 愛東町　　湖東町　　　 愛東町　　湖東町

処理施設
および対
象市町

－未来のまちづくりを語ろう－

『市町村合併シンポジウム（住民説明会）』
　　　　　１２月中旬に開催予定！
　合併協議会において、新しい市のまちづくりビジョンとなる「新市まち

づくり計画」素案が、新市まちづくり計画策定委員会から報告

されました。この計画素案は、策定委員会で7月から協議・検

討を続けてきたものです。

　今後、この計画素案をもとに皆さまからのご意見やご提案を

いただき、それらを計画に反映することとしております。

　そこで、12月中旬に1市4町の各会場（1市町1ヵ所）におい

て、「新市まちづくり計画」素案の説明や未来のまちづくりを語

るパネルディスカッションによるシンポジウム（住民説明会）

の開催を予定しています。

　また、このシンポジウムにおいては、今日までの合併協議に

おける取り組み状況の報告も計画しています。

　なお、日時・会場等については詳細が決まり次第お知らせし

ます。
※愛東町・湖東町については、ガレキ回収を現行のとおり年6回実施します。


